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論文内容要旨
 近年口腔領域の悪性腫瘍に関しても,他の部位の悪性腫瘍と同様に非常に関心が払われるように
 なってきたが,研究面では他の領域に比較して進んでいるとは云えない状態である。また口腔領域
 の悪性腫瘍は癌腫がその大部分を占め,中でも上顎癌の多いことが指摘されているが,とくにこの
 癌腫の進展状態や遠隔転移などを検索している報告は未だ見当らない。また同様に口腔領域に腫瘍
 を発生せしめる実験的研究も散見されるが,これも発生率をみているのみで,その腫瘍の進展状態
 ならびに遠隔転移などについての観察は行なわれていない。一方動物の可移植性腫瘍を同種動物の
 臓器内に移植し,その腫瘍の発生および転移の形成状態を検索する研究は数多く認められるが,未
 だ上顎に対する移植実験は行なわれていない。そこで私は臨床的に上顎癌の多い観点から上顎癌の
 局所の進展状態ならびに遠隔転移を検索することを目的として,吉田内腫ならびにAH130を同
 種動物の上顎の歯槽骨内に移植する実験を行なった。その結果2～3の興味ある成績を得たと思わ
 れるのでここに報告する。まず移植方法は歯槽骨内深部移植法(以下第1法と略称する)と,歯槽
 骨内浅都移櫨法(以下第五法と略称する)を行なった。すなわち第1法は上顎の口蓋正中より2ノ急
 歯牙よりで第2大臼歯の略々中央部で,近,遠心的に直角で歯軸に対して約350の傾斜をもつて
 粘膜面より。.4mの深さに一定して穿刺し,歯根端直上で上顎洞直下に腫瘍腹水を注入し,刺入口
 は歯科用練ストッピングで閉鎖する方法を行なった。ついで第∬法は第大2臼歯の近心部において刺
 入点を歯鹸縁下約1.5朋の粘膜面より,近,遠心的に直角で,歯軸に対して約20。の傾斜をもつ
 て2.5㎜の深さに歯根端附近の歯槽肯内に移植する方法を行なった。すなわちこの浅部移植は出来
 るだけ歯牙に近接して行なう方法である。また第1,皿法ともに種々の歯科用器具を駆使して常に
 一定の深さに達するように行なった。さらに標本作成にあたっても,歯科用のハンドピース,ダイ
 アモンドデスクを用いて,歯牙の中心を含み上顎,頭蓋を1つの標本として作成するようにして観
 察を行なつ編この結果移植の成否ならびに移植された腫瘍の進展状態を充分に観察することが可
 能であった。まず移植率についてみると,吉田肉腫移植例では第1法で82.6%,第H法では全例
 に・A耳130では第1法で82・1%・第皿法では82・2%と極めて高率に成功し編ついで移植
 された腫瘍細胞の進展状態をみると,第皿法では初期には歯根端附近または歯槽中隔に限局して増
 殖するが,次第に歯根端を前後方向に浸潤発育して歯槽骨より口蓋粘膜下へと浸潤する所見が認め
 られた。第1法の場合の初期では,歯槽深部の海綿骨部分を前後方向に増殖浸潤し,ついで歯根端
 を包むように増殖し,さらに口蓋粘膜下へ浸潤すると共に,深部の軟部組織内を浸潤し,高度にな
 ると骨を破壊して副鼻腔へ達する所見が認められた。またその浸潤状態を第1法では1～W度に,
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 第皿法では1～4度に分類したが,第1法についてみると吉田肉腫移植例では浸潤度の強い実験例
 の多い傾向が認められたが,AH130では比較的浸潤度の低い実験例の多い傾向が認められた。
 第皿法では吉田肉腫ならびにAH130ともに浸潤度の低い実験例の多い数を示した。すなわちこ
 れらの実験例より,早期には腫瘍細胞が歯根端部に限局していることが考えられるが,この時期に
 おいて早期発見の努力が払われるべきであり,同時に充分な治療の行なわれることが強調される。
 つぎに遠隔転移についてみると,吉田肉腫の第1法では気管ならびに周囲リγパ腺,肺,肝で100
 %に,ついで脾腎,小腸,膀胱に転移が認められた。AH130の第1法では吉田肉腫より軽度で
 あるが,肝,肺,脾で高率に,ついで気管ならびに周囲リソバ腺,腎に転移を認めた。第皿法では
 吉甲肉腫では肝のみに,A.H130では肺,肝,脾に転移が認められた。またこれらの転移経路に
 ついても考察したが,気道内では気道粘膜より始まる自家移植と考えられる転移がみられ,肺の転
 移も,気管枝周囲より始まる明らかな経気道性の転移と考えられた。また気管周囲リンパ腺の転移
 は気道よりの連続性転移ではなく,明らかに原発巣よりのリンパ行性転移であり,さらに肝その他
 の臓器の転移はいずれも血管周囲より始まる血行性の転移と考えられる所見であった。以上遠隔転
 移についても検索したが,私の実験より考えられることは,上顎の歯槽骨に移植された腫瘍からの
 転移が明らかに認められることがわかり,またこの方法自体に特徴を有する転移の発生することが
 わかった。
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 審査結果の要旨
 口腔領域の癌腫のうち最も頻度の高いのは上顎癌であるが,著者はこの癌腫の進展状態ならびに
 遠隔転移が臨床的に充分な検討のなされていないことに着目し,吉田肉腫ならびにAH130を,
 同種動物の上顎歯槽骨内に移植し,その形成された腫瘍の進展状態ならびに転移の発生状態を検索
 している。すなわち移植方法は2種類の方法を行なっているが,その方法ならびに標本の作成には,
 歯科用器具を充分に利用し,一定の条件で移植ならびに標本の作成が行なわれるように留意してい
 る。
 ついでその成績をみると,初期には歯根端附近に限局している所見が認められるが,次第に前後
 方向ならびに深部に増殖,浸潤する所見を認めている。また同時に浸潤状態を分類しているが,移
 植方法ならびに移植に用いた腫瘍によって,夫々特徴?ある所見の認められることを述べている。
 さらに遠隔転移の検索では,気道ならびに周囲リンパ腺,肺,肝,脾に多く・,その他では腎,小腸
 膀胱,生殖器に認めているが,同時にその転移経路を述べると共に,この方法自体に特徴のある転
 移の発生していることを述べている。
 以上より本研究は歯科用器具を駆使した極めて特徴のある方法であること,またその成績は臨床'
 的にみられる上顎癌に近い腫瘍の増殖状態が形成されていることより,今後の口腔外科領域におけ
 る上顎癌の研究ならびに治療に寄与することの大きいことが考えられる。
 よって,本論文は学位を授与するに値するもρぞある。
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